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黄砂放出量の逆解析結果（2008～2009年） 

MASINGARが計算できていなかった中国東北部の黄砂放出を地上観測データを用いた逆解析により推
定している。ゴビ砂漠ではMASINGARによる黄砂放出量が過大評価に見える。この手法を大規模に使
うことによって、黄砂放出量の改良を通じて黄砂沈着量の推定精度向上に繋げることができる。 

2008年5月　　　　  2009年3月　　　　 2009年10月　　　　2009年12月 M
A

S
IN

G
A

R
 

逆
解
析 

逆
解
析
増
加
量 総黄砂放出量（単位：Tg）、括弧内はMASINGARコントロールランの結果を示す 

2008年5月 2009年3月 2009年10月 2009年12月 
8.2（14.6） 3.1（8.0） 9.6（38.9) 8.1（0.8） 

黄砂発生量と沈着量シミュレーション 
気象条件や地表面状態により黄
砂の発生量が年毎に大きく変化
する。 
 
日本の黄砂沈着量（赤線）は発
生量（青線）と相関する（相関
係数0.66）が、沈着量の大半を
占める降水の影響もあり、発生
量とは異なる様相を示す。 

日本付近における黄
砂沈着量は大陸にお
ける発生量の概ね
5%程度である。 
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-  WMO SDS-WAS (Sand and Dust Storm Warning Advisory and 
Assessment System)  




